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「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」の課題について 

 

 

１．文化財の追加指定等、関係自治体において資産の保護を万全とするための取組

を継続することが必要。 

２．関係省庁・関係自治体等による連携体制を構築した上で、緩衝地帯も含め、世

界遺産として一体的に保護していくための幅広い共通認識の構築が必要。 

３．顕著な普遍的価値の更なる精査を行いつつ、その価値に紐づく構成資産の精査

が必要。 

４．本資産の世界的価値について国際的な理解を得るため、海外の専門家との対話

等を通じた検討及び説明ぶりの精査・充実が必要。 

５．構成資産が多様かつ複数あるため、その整備・活用にあたっては世界遺産とし

ての包括的な方針を策定することが必要。 

 

 




